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 ラマン分光法は、非破壊的かつラベルフリーに物質の同定が可能な、携帯医療センサーにも利用できる強力な

分析手法である 1)。しかし課題となっているのが、散乱断面積の小ささ故に信号強度が弱いということである。

そのため、物質の出す余計な蛍光を抑え、ラマン信号を増強する必要がある。その技術の一つが表面増強ラマン

分光法(Surface-enhanced Raman spectroscopy: SERS) である。SERSには従来、貴金属が使われていたが、製造コス

トが高い上、励起光を当てると熱を発するため、タンパク質などの生体分子といった熱に弱い物質に対して使う

ことができない。貴金属以外の SERS 基板の一つとして、グラフェンを挙げることができる 1)。炭素系 SERS 基

板は、レーザーを当てても熱を発生しにくいため、生体分子にも用いることができ、SERS 基板の有望な代替素

材として浮上している 2)。既存の炭素系 SERS 基板は、その複雑な作製工程により作製効率が低く、実用化の妨

げになっていた。今回、この作製プロセスの問題を解決するために、エレクトロスピニング（電界紡糸）による

炭素系 SERS基板の作製を行い、バイオセンサー素材の開発を目指した。 

 ポリアクリロニトリル(PAN)のジメチルスルホキシド（DMSO）溶液をエレクトロスピニングで得られた繊維

を、シリコンウエハ上に貼り付けて 240 ℃

で耐炎化後、600, 800, 1000, 1200 ℃の温度で

真空中で炭化させることで SERS 基板を作

製した。SERS基板の上に試料溶液としてロ

ーダミン 6G（R6G）水溶液を滴下し、inVia 

Raman system (Renishaw)を用いて波長 532 

nmのレーザーで励起して SERSスペクトル

を測定した。 

 異なる炭化温度で作製した基板からの増

強度を Fig. 1 に示す。耐炎化しただけの基板

や 600 ℃で炭化した基板では SERS 活性は

見られず、800 ℃以上の温度で炭化すること

によって SERS活性が見られた。800 ℃以上

で炭化した SERS基板については、検出限界

100 nM、増強度 3×104倍ほどの性能を得ることができた。 
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Fig. 1 Enhancement factors of the SERS substrates carbonized at 

different temperatures 
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